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三田社会学第9号(2004)

鶴 木 眞 編 著 『コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 政 治 学 』

大石 裕

 コ ミュニケー シ ョンとい う社会過程に対す るアプ ローチの方法は多様 である。その 中の有力

なアプ ローチの一つが政治学 であ り、 この種の研 究領域 は政治 コ ミュニケー シ ョン論 と呼ばれ

ることもあ る。 政治学に密接 に関連す る領域 としては、例 えば政治 心理学、政治社会学、 さら

には国際政治学な どが即座 にあげ られ るが、むろんこれ らの研 究 も政治 コ ミュニケーシ ョン論

に多大な影響 を及ぼ してきた。 あるいはメデ ィア法や情報法の よ うに政治学以外の確 固た るデ

ィシプ リンを出発 点 と して コミュニケーシ ョンの問題 に取 り組 み、結果的 に政治 コ ミュニケー

シ ョンの領 域に参入す る研究分野 も存在す る。 メデ ィア産業論 な ども本来は こ うした系譜 に属

す るはずであ る。

 行動科学 的手法 を重視す るア メ リカ政治学 、ない しは メデ ィア効果論 の一領 域 として発展

をとげて きた政治 コ ミュニケー シ ョン論 は、知 られ るよ うに、かつ ては説得 コ ミュニケー シ ョ

ン研 究 を中心 に多 くの研 究成 果を蓄積 させ て きた。(マ ス ・)コ ミュニケー シ ョン論 にお ける

宣伝研 究や選挙 キャンペー ン研究の重要性 を考慮す るな らば、この傾向は 当然の ことであった。

とはいえ、そこではきわめて限定 され た領域 の中で政治 コ ミュニケー シ ョンは論 じられ てきた

と言 うこ ともできる。

 もちろん本来の政治学や政治 コミュニ ケー シ ョン論 の守備範囲は、それ に とどまるはず はな

い。実際、政治 コ ミュニケーシ ョン論 は、政治理論 の多様 な展開、お よび現実の政治社会問題

に影響 されつつ、新た な姿 を見せ始 めて きた。 そ うした影響要因 と しては、理論領域 にお ける

テクス トやデ ィスコー スに対す る関心の高ま り、権 力や 国家概念の再構築 の必要性 とい った点

があげ られ る。 これ らの傾 向を集約す る新たな研 究領域 としてカルチュラル ・スタデ ィーズが

立ち上が り、関連す る日本 の研究者 にも影響を及 ぼ してきたのは周 知の通 りで ある。 この よ う

な理論的な変革に加 えて、現実社会ではテ レビ政治 の一層の進展 、インターネ ッ トに象徴 され

る新た なメデ ィアの急速 な普及、それに関連 して特 に情報流通にお けるグローバ リズムのダイ

ナ ミックな展開、 といった現象が指摘で きる。

 本書 『コ ミュニケー シ ョンの政治学』 に収録 され てい る各論文は、政治学 、その関連領域 、

そ して政治 コ ミュニケー シ ョン論 において顕在化 して きた斬新 なアプローチの存在 と現 実社会

での メデ ィアの急速 な発展 と変化 を強 く意識 し、その うえで書き進 め られた もの となっている。

各論文で とられた方 法は、以下の よ うに大別 され よ う。第一は、政治学や関連領域 の研 究成果

をい ったん摂 取 し、それ を活用 して コ ミュニケー シ ョン論の深化や コ ミュニケーシ ョンの実態
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の分析 を試み る方法であ る。第二 は、 コ ミュニケーシ ョンの歴 史や 現況の把握や理解 をまず は

行い、その 中で権力や影響力 、そ して権威 といった概念の再検討 を行 い、あるいはそれ らに関

連す る現象の発 見に努 める とい う方法であ る。 そ して第三は、比較 的独 立 した研究領域 と して

コ ミュニケーシ ョン論 を認識 し、様 々な実証作業 を通 じてそれ に関す る理論やモデルの発展 を

試 み る中で、政治 学の研究成果 を参照す る とい う方法である。

 ただ し本 書はい わゆる論集 であ り、従 って統一的 なアプ ローチが採用 され る ことは な く、

また編集作業 を行 うにあた っては、研究方法 よ りも研 究対象 を重視 して行った。本書 は5部 構

成 であ り、順 に 「政治 コミュニケー シ ョンの理論 と制度 」 「歴 史の中のマス ・コ ミュニケー シ

ョン論 」 「ジャーナ リズ ム論 再考」 「政 治 コ ミュニケ0シ ョンの実際」 「新 しいメデ ィア と政

治」 となって いる。そ こで用い られ てい る典型的な用語 ・概念は、 「政治権 力」 「ナ シ ョナル ・

アイデ ンテ ィテ ィ」 「客観性 原理の レリバ ンス」 「国益」 「民族意識」 「ニュ0ス 言説 」 「電子民

主主義」 「家庭空間」 「ス ピル オーバー」な どである。 これ を見ただけで も、本書 がやや統一性

をか くことは あるに して も、先 に述べた政治 コ ミュニケー シ ョン論 の新たな、かつ多様 な姿 を

提示 してい ることが了解 され よ う。

 そ の一 方で、最近 の様 々な事象 を見 る と、政 治 コ ミュニケー シ ョン論 は さらなる理 論展開

の必要性 を迫 られ ているこ とが痛感 され る。 その一つが 「メデ ィア当事者論」 とで も呼ぶべき

もの と考える。 これ は本書で は直接に言及 され なか ったメデ ィア ・イベ ン ト論の系譜に属す る

考え方である。特 に衛星 を経 由 した戦争報道 な どは、社会的出来事 を報道 し、結果的にそれ に

かかわ るとい うだけではない。 出来事 の伝達者 としてだけではな く、 当事者 と して関与す るよ

うになってきたのである。そ うした状況 は、いわ ゆるパブ リック ・ジャーナ リズムの動 きにも

見 られ る。 これ らの動向は、従来か ら批判の対象 とされ てきた政治エ リー トと一部 のジャーナ

リス トとの間 の密接 な関係 とはまった く次元 を異にす るものであ る。 実際に最近 のメデ ィアは、

映像 を十分 に活用 しなが ら、公然 と、 しか も大がか りに当事者 と しての役割 を担 うよ うにな っ

てきたので ある。政治 コ ミュニケー シ ョン論、あるいはコ ミュニケーシ ョンの政治学 にとって、

こ うした研 究課題 は重大な意味 をもつ と言 える。

 なお本書は、編 著者 の鶴木 眞教授の還暦 を記念 して出版 され た もので、同教授のイ ンタ ビュ

ー と業績 一覧 も掲載 され ている。 これ まで 日本 ではあま り類書がないだけに、本書が同 じ関心

を もつ研 究者 に対す る刺激 とな ることを願 っている。

(おおいし ゆたか 慶慮義塾大学法学部)
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